
 

 

 

報道関係各位                                            2023年 7月 21日  
 

ミキサー車の生コン自動供給装置「T-コンサプライヤー」を開発 

－生コン吹付け・打設時の作業環境改善、省人化を実現－ 
  

株式会社アクティオ 
 

総合建設機械レンタルの株式会社アクティオ(本社：東京都中央区日本橋、代表取締役社長兼COO：小沼

直人、以下アクティオ)と大成建設株式会社（本店：東京都新宿区西新宿、代表取締役社長：相川善郎、以下

大成建設）は、山岳トンネルやダム工事などのコンクリート吹付けや打設作業において、ミキサー車からの生

コン供給を自動化する装置「T-コンサプライヤー」を共同で開発しました。本装置は既存のミキサー車に後

付けが可能で、従来のように人力で生コンの供給操作を行う必要がないことから、コンクリート吹付けや打

設時の作業環境改善と省人化が図られ、担い手不足の解消につながることが期待されます。 

なお、アクティオは、本装置の設計・製作、および実証実験を行いました。 

 

建設業界では全産業の中でも高齢化の進行と就労者数の減少が著しく、今後の担い手不足が深刻な懸

案事項となっています。そうした中、山岳トンネル工事でのコンクリート吹付けや、ダム、明かり工事でのコ

ンクリート打設作業では、粉じんや排気ガスの発生、低温・高温といった過酷な環境下でも、生コンを連続し

て供給するためミキサー車の操作を人力で行う必要があり作業完了までミキサー車から離れられない現状

でした(写真 1 参照）。このような状況を踏まえ、担い手不足に対応する上でも自動化や新技術の開発など

による作業環境改善と省人化に向けた取り組みが急務となっていました。 

 そこでアクティオと大成建設は、吹付け機やコンクリートポンプの生コン使用量に合わせて、ミキサー車の

ドラム回転数を自動制御しながら生コンを自動供給する装置「T-コンサプライヤー」を開発しました。 

 

■本システムの概要、特徴および期待される効果は以下のとおりです。 

【システム概要】（図 1、写真 2参照） 

 本システムは、「吹付け機・コンクリートポンプ側装置」と「ミキサー車側装置」から構成されており、各装置

の役割は次のとおりです。 

 

《吹付け機・コンクリートポンプ側装置》 

①吹付け機などのホッパー内の生コン量をホッパー上方に取付けた検出装置により測定 

②測定した生コン量に合わせて、判断装置によりミキサー車の最適なドラム回転数を算出 

③算出したドラム回転数の情報などを通信装置によりミキサー車へ無線送信 

④同時に、3色灯により生コンの供給状況を表示 

 

《ミキサー車側装置》 

①吹付け機・コンクリートポンプ側装置から送信されたドラム回転数などの情報を受信 

②受信したドラム回転数の情報を基に、生コン供給量制御装置によりドラム回転数を制御 



 

【特 徴】 

生コン供給装置を含む本システムの特徴は次のとおりです。 

(1) ミキサー車の生コンを自動供給可能 

     生コンの使用量に応じてミキサー車のドラム回転数を自動制御して吹付け機やコンクリートポンプ 

へ生コンを自動供給することができます。 

(2) 既存ミキサー車への後付け運用が可能 

自動供給装置は汎用性が高く、既存ミキサー車に後付けして運用することができます。 

(3) 生コン供給状況を確認しながら別途作業が可能 

3 色灯を用いて、吹付け機やコンクリートポンプのホッパー内の生コン量が「正常」（緑色）、「過剰」

（黄色）または「ミキサー車内の生コンが空」（赤色）の状況を表示します。このため、吹付け機やコン

クリートポンプの操作など他の作業を行いながらでも生コン供給状況を確認することができます。 

 

【期待される効果】 

生コンの吹付け、打設作業において次のような効果が期待されます。 

①作業環境を改善 

   人力による生コン供給操作が不要となり、過酷な環境下での作業がなくなるため、 作業環境の改善が

図れます。 

②省人化を実現 

   大量打設や長時間に及ぶ供給などのほか、ミキサー車の待機や折り返し運転といった施工現場の条件

に合わせて、少人数でも効率的な対応が可能となり、省人化を実現できます。 

③担い手不足を解消 

ミキサー車の運転手はレバーの調整など生コン供給操作を行う必要がないため、ミキサー車による生

コン供給操作の未経験者でもミキサー車の運転・配車が可能で、担い手不足の解消に向けた対策にな

ります。 

 

今後、アクティオと大成建設は、本技術をトンネルやダム、明かり工事でのコンクリート吹付け・打設作業

などにミキサー車を用いた生コンを供給する作業に適用するだけでなく、トンネル切羽の吹付け作業自動

化に向けた要素技術の一つとしても活用を目指します。また本技術の提案、活用により、作業環境の改善お

よび省人化を図り、担い手不足の解消に向けた対策を積極的に推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 本装置の構成、系統図 

写真 2 本装置全景 

写真 1 従来のトンネル吹付け時におけるミキサー車操作状況例 

【吹付け機・コンクリートポンプ】 

 判断装置､3色灯､生コン量 

検出装置､通信装置 

【ミキサー車】 

 生コン供給量制御装置、 

 通信装置 
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■アクティオが展開する“レンサルティング”とは 
 

アクティオのコンセプトである「レンサルティング」は

「レンタル」と「コンサルティング」を合わせた造語で、

商標登録しています。会長の小沼光雄は著書の中で

次のように紹介します。『従来、建機の世界では「つ

くる」「売る」という要素が主だったところに、「知恵

やノウハウをプラスして貸す」という新たな価値提

案をビジネスとして行ったわけです』（算数とハート

の経営 2014 年 幻冬舎）。現在の建設機械は、非

常に高度化しており、せっかくの機能も、現場で最

大限に活用することは難しくなっています。目的を

果たすため、状況に応じてどの機能をどのように使

うのか。アクティオは単に機械を貸すだけでなく、専門的なノウハウを持ってサポートします。建設機械を

熟知する専業レンタル会社だからこそ可能な、しかしレンタルの枠組みを飛び出した提案型のサービスが

レンサルティング。時代とともに、その意義を拡大し、進化を続けています。 

 

【アクティオ公式サイト】https://www.aktio.co.jp/ 

【アクティオ Facebookページ】https://www.facebook.com/aktio.jp/ 

 

■本商品に関するお問い合わせ先 

株式会社アクティオ エンジニアリング事業部 土木部 

TEL：03-6666-2476 


